
 

  
 
 

 
 

 
                                

 

 
 

 

昨
年
、
私
は
「
福
祉
人
生
六
十
年
」
到
達
を
機
に

八
十
二
才
を
「
定
年
」
と
思
い
定
め
、
社
会
福
祉
の

第
一
線
か
ら
の
引
退
を
決
意
し
た
。 

 

そ
し
て
、
四
月
、
十
二
年
余
の
愛
寿
会
理
事
長
を
、

七
月
に
は
、
九
年
余
勤
め
た
杉
並
・
浴
風
会
理
事
長

を
も
辞
任
し
た
の
で
あ
る
。 

 

あ
れ
か
ら
一
年
。
た
し
か
に
肩
の
重
石
は
、
軽
く

な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
十
年
来
、
老
人
福

祉
、
介
護
保
険
、
障
害
福
祉
の
三
分
野
に
ま
た
が
る

施
設
・
病
院
等
の
利
用
者
一
日
平
均
二
千
人
、
ス
タ

ッ
フ
千
名
余
の
「
命
と
暮
ら
し
」
を
守
る
立
場
に
あ

っ
た
が
、
そ
の
際
の
最
重
要
テ
ー
マ
は
、
何
よ
り
も

「
安
全
・
安
心
」
の
確
保
で
あ
っ
た
。 

 

二
十
四
時
間
、
四
六
時
中
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
恐
れ
、
火
事
・
地
震
等
の

災
害
を
危
ぶ
み
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
故
の
発
生
に

心
を
痛
め
、
時
に
は
、
利
用
率
や
財
政
収
支
に
神
経

を
と
ぎ
す
ま
す
生
活
と
は
、
よ
う
や
く
縁
が
遠
く
な

り
そ
う
な
こ
の
頃
で
あ
る
。
後
事
を
託
さ
れ
た
小
澤

理
事
長
、
小
池
、
根
津
の
両
園
長
な
ど
現
役
の
皆
さ

ん
に
は
申
し
訳
な
い
が
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。 

 

さ
て
、
よ
う
や
く
重
荷
か
ら
は
、
解
放
さ
れ
つ
つ

あ
る
も
の
の
毎
日
の
福
祉
を
め
ぐ
る
ニ
ュ
ー
ス
、
動 

向
に
は
、
深
い
関
心
が
あ
り
、
一
喜
一
憂
さ
せ
ら
れ 

    

  

る
の
は
、
あ
る
種
の
業
（
ご
う
）
の
よ
う
な
も
の
か

も
知
れ
な
い
。 

 

そ
ん
な
中
で
、
最
近
、
群
馬
県
渋
川
市
の
高
齢
者

向
住
宅
「
た
ま
ゆ
ら
」
の
火
災
事
故
報
道
に
は
、
見

逃
せ
な
い
重
要
な
課
題
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。 

 

「
死
者
十
名
」
。
犠
牲
者
の
大
半
は
、
東
京
都
墨
田

区
の
福
祉
事
務
所
か
ら
委
託
さ
れ
た
要
介
護
老
人
、

車
イ
ス
生
活
者
な
ど
の
生
活
保
護
受
給
者
だ
と
い
う
。

老
後
の
住
ま
い
、
生
活
の
場
を
失
っ
た
人
々
の
落
ち

行
く
先
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。 

 

最
近
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
等
で
、
全
国
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
「
入
所
希
望
者
」
数
は
、
四
十

万
人
を
超
え
る
と
い
う
。
筆
者
の
問
い
合
わ
せ
た
十

か
所
ほ
ど
の
県
・
区
・
市
で
も
現
在
利
用
者
の
倍
程

度
と
い
い
、
現
に
仁
生
園
の
待
機
者
も
二
百
人
を
超

え
る
。 

 

そ
れ
な
の
に
、
政
府
は
、「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
の

行
政
方
針
に
固
執
し
、
介
護
老
人
施
設
や
老
人
福
祉
、

障
害
福
祉
施
設
の
整
備
に
消
極
的
で
あ
る
。 

「
百
年
来
の
不
況
脱
出
」
を
目
指
す
今
日
、
内
需

拡
大
の
た
め
「
高
齢
者
等
の
生
活
・
介
護
施
設
緊
急

整
備
計
画
」
を
打
ち
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
如
何
。 

 

「
た
ま
ゆ
ら
事
件
」
は
、
大
都
会
に
お
け
る
「
老
後 

の
住
ま
い
」
の
絶
対
的
不
足
と
自
治
体
福
祉
の
冷
酷 

さ
を
象
徴
し
て
い
る
。
現
代
の
「
姥
捨
」
の
ひ
ろ
が 

り
を
防
ぐ
た
め
の
中
央
・
地
方
の
心
あ
る
政
治
・
行 

政
関
係
者
の
奮
起
に
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 
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社
会
福
祉
法
人 

愛
寿
会 

 

会
長 

板
山 

賢
治 

※ 

本
誌
は
、
愛
寿
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て 

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 

―
「
た
ま
ゆ
ら
事
件
」
に
思
う
―

 
  

「
姥
捨
」
の
再
現
を
防
げ 

差
出

人
（
差

出
発

送
代

行
）

7-4 

返
送

先
：
〒

140-0012
 

品
川

区
勝

島
1-1-1 

こ
の

お
荷

物
は

ご
依

頼
人

様
か

ら
お

預
か

り
し

た
荷

物
を

当
社

が
差

出
人

と
な

っ
て

発
送

代
行

し
て

い
ま

す
。

冊
子
小
包

料
金

後
納

郵
便

 
佐

川
物

流
サ

ー
ビ

ス
(株

)
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― 

辞
令
交
付
式 

― 
  

四
月
一
日
に
、
平
成
二
十
一
年
度
新
規
学
卒
者
五

名
を
含
む
七
名
の
方
、
及
び
、
配
置
換
三
名
の
方
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
澤
理
事
長
よ
り
「
小
事
を
疎
か
に
す
る
者
は
必

ず
大
事
が
疎
か
に
な
る
」･

･
･

さ
ら
に
、
「
愛
寿
会
の

モ
ッ
ト
ー
」
と
「
介
護
七
つ
の
誓
い
」
を
要
約
す
る

と
「
利
用
者
に
対
し
て
よ
り
親
切
で
あ
れ
」
に
尽
き

る
と
の
訓
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

        
            

 

【新規採用職員と幹部職員による記念撮影】

就
任
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 

愛
寿
会 

法
人
事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
尾 

章
臣 

  

こ
の
度
、
愛
寿
会
法
人
事
務
局
の
中
山
前
局
長
が

退
職
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
後
任
者
と
し
て
法
人
事

務
局
長
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
長
年
地
方
行
政
事
務
に
従
事
し
て
い
ま

し
た
が
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
伝
統
あ
る
社
会
福
祉
法
人
愛
寿
会

が
掲
げ
る
目
的
と
使
命
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、

「
愛
寿
会
の
モ
ッ
ト
ー
」
、
「
介
護
・
七
つ
の
誓
い
」

を
肝
に
銘
じ
て
、
事
務
局
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。 

 
何
分
、
初
め
て
の
法
人
事
務
局
長
職
、
経
験
豊
か

な
前
局
長
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
実
直
、
堅
実
性
を

持
っ
て
力
の
限
り
を
尽
く
す
決
意
で
い
ま
す
の
で
ご

指
導
、
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 

管
理
栄
養
士 

 
 
 
 
 
 
 

中
田 

久
仁
子 

  

年
齢
が
重
な
っ
た
分
、
悩
み
、
そ
し
て
迷
い
な
が 

ら
、
今
ま
で
仕
事
を
す
す
め
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
日
々
が
、
進
行
形
で
の
勉
強
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
毎
日
を
送
っ
て
頂
け

ま
す
よ
う
に
、
栄
養
管
理
・
健
康
管
理
に
、
一
生
懸

命
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

看
護
師 

 
 
 
 
 
 
 

三
井 

和
子 

  

四
月
一
日
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
配

属
に
な
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
利
用
者
の
方
々
の
明
る
い
笑
顔
に
励
ま

さ
れ
、
や
さ
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
下
で
頑
張
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
安
全
を
守
る
と
共
に
又
、

笑
顔
で
帰
っ
て
も
ら
え
る
様
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 加

賀
爪 

佑
紀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
長
野
大
学
卒
） 

 

四
月
か
ら
二
班
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
者

の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
わ
か
ら
な
い 

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
日
々
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

良
多 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
山
梨
学
院
大
学
卒
） 

 

四
月
一
日
よ
り
、
三
班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
ま

だ
入
っ
た
ば
か
り
で
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 
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ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

浅
尾 

秀
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
韮
崎
高
校
卒
） 

  

福
祉
の
仕
事
が
出
来
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。 

利
用
者
の
皆
様
が
よ
り
よ
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
に

一
生
懸
命
に
努
力
し
ま
す
。 

 

と
ま
ど
う
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
職
員
の
方
々
に

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
早
く
仕
事
を
覚
え
た
い
で
す
。 

 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

細
川 

安
奈 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

（
帝
京
第
三
高
校
卒
） 

 
 

四
月
か
ら
三
班
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
未
経
験
で

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
職
員
の
方
々
に

指
導
し
て
頂
き
一
つ
一
つ
覚
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
毎

日
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

斉
藤 

 

諒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
韮
崎
工
業
高
校
卒
） 

 
 

今
春
高
校
を
卒
業
し
、
四
月
一
日
よ
り
第
二
仁
生

園
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

の
方
が
多
い
で
す
が
、
一
日
で
も
早
く
自
分
の
仕
事

を
覚
え
て
、
職
員
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ず
、
何
よ
り

入
所
者
の
方
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
生
活
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

介
護
認
定
の
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
す 

 

ど
う
い
う
方
が
特
養
に
入
所
で
き
る
か
と 

い
い
ま
す
と
・・・ 

 

仁
生
園
な
ど
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
希

望
者
が
大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
方
が

入
所
で
き
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
介
護
の
必
要
性
が

高
い
方
で
す
。 

介
護
の
必
要
性
が
高
い
か
低
い
か
は
、
市
町
村
長

が
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
要
支
援
一
か
ら
要

介
護
五
ま
で
の
七
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

四
月
一
日
か
ら
介
護
認
定
の
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
す 

国
の
方
針
で
、
四
月
一
日
か
ら
大
幅
に
見
直
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
入
所
中
の
方
で
、
軽
度
と
見
な

さ
れ
退
所
を
求
め
ら
れ
な
い
か
な
ど
不
安
を
抱
え
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 こ
う
し
た
不
安
に
対
す
る
国
・県
・市
町
村
の
取
り
組
み 

見
直
し
で
「
以
前
よ
り
軽
度
で
す
」
と
い
わ
れ
た

場
合
、
市
町
村
長
に
、「
以
前
の
ラ
ン
ク
で
扱
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
申
し
述
べ
れ
ば
、
当
分
の
間
従
前
の

ラ
ン
ク
で
対
応
す
る
よ
う
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
心
配
の
方
は
仁
生
園
ま

 で

電

話 

０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
３
４
０  

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
５
４
６ 

 

で
す
。 

 

～ 

秋
田
小
学
校 

～ 
 
 

― 

車
い
す
寄
贈 

― 
 

四
月
六
日
（
月
）
、
北
杜
市
立
秋
田
小
学
校
の
皆
様

が
車
い
す
一
台
を
寄
贈
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

そ
の
様
子
は
、
四
月
十
八
日
（
土
）
の
山
梨
日
日

新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

同
小
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
児
童
が
家
庭
よ
り

ア
ル
ミ
缶
を
持
ち
寄
る
な
ど
回
収
を
行
い
、
平
成
十

九
年
度
か
ら
集
め
た
約
二
二
〇
キ
ロ
分
を
売
却
し
、

そ
の
収
入
で
車
い
す
を
購
入
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

秋
田
小
学
校
の
皆
様
の
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物
を

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
               

 

【 車いす寄贈 記念撮影 】 
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来
園
さ
れ
る
み
な
様
に
お
願
い 

玄
関
に
消
毒
液
・
マ
ス
ク
を
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
手
指
消
毒
に
ご
協
力
下
さ
い
。 
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～ 

お
花
見 

バ
ス
ハ
イ
ク 

～ 
  

暖
か
な
日
が
続
き
桜
の
便
り
も
届
け
ら
れ
、
バ
ス

ハ
イ
キ
ン
グ
（
花
見
）
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
四

月
十
日
十
時
に
出
発
し
、
北
杜
市
小
淵
沢
・
大
泉
方

面
へ
と
出
掛
け
ま
し
た
。 

 

満
開
を
む
か
え
よ
う
と
し
て
い
る
桜
の
眺
め
は
と

て
も
素
晴
ら
し
く
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     
   

             

～ 

第
二
仁
生
園
だ
よ
り 

～ 
 

日
増
し
に
暖
か
く
な
り
、
園
の
ま
わ
り
も
草
花
が

芽
吹
い
て
き
ま
し
た
。 

四
月
十
九
日
（
日
）
、「
山
梨
車
い
す
生
活
者
の
会
」

の
皆
さ
ん
二
十
名
が
来
園
さ
れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
デ
イ
ジ
ー
等
を
植
え
る
作

業
を
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
過
日
高
根
町
の
国
道
１
４
１
号
線
の
「
地

下
道
壁
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
五
名
が
参
加
し
て
、

見
事
な
壁
画
を
描
き
ま
し
た
。
お
近
く
を
通
り
の
際

は
、
寄
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

                  
ご
芳
情
（
四
月
一
日
～
四
月
三
十
日
） 
 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

山

鳩

の

会 
 

  
 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

保
坂 

多
枝
子 

 
 

 
 

  

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

小
野
寺  

毅 
 
 
 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

九

里 

靖

裕 
 
 

 
   

様 
  

利
用
者
状
況
（
四
月
末
現
在
） 

 
              

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
こ
ち
ら
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

仁

生

園  

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園  

電
話
０
５
５
１
‐
３
２
‐
８
２
７
０ 

 

第
二
仁
生
園
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

障
害
者
自
立
支
援
ホ
ー
ム 

第
二
仁
生
園 

仁
生
園
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
こ
あ
ら
ま 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ 

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

仁
生
園
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

仁
生
園 

 
 
 

 

二
名 

三
十
名 

三
十
五
名 

九
名 

九
名 

三
十
八
名 

十
四
．
四
名 

一
三
二
名 

【
花
植
え
の
様
子
】 

【
鉢
を
な
ら
べ
て
記
念
撮
影
】 

【
地
下
道
の
壁
画
】 

【
大
泉
町
の
谷
戸
城
に 

お
花
見
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
】 

【
仁
生
園
中
庭
の
桜
も
満
開
】 

第 119 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                  平成 21 年 5 月 1 日 

 
【
作
成
の
様
子
】 
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